
安倍内閣は、5月14日、自衛隊法の「改正」など戦争立法で

ある一連の安全保障法案を閣議決定し、今国会に提出しました。

自衛隊を海外で戦争するための軍隊に変質させ、アメリカが起こ

す戦争に、日本が直接参加する道をひらくことは、憲法を破壊す

る暴挙であり、断じて許されません。

明治憲法下、地方公務員は「天皇の吏員」として、国民を監

視・統制し、召集令状を配る等、戦争に国民を動員する役割を強

いられた痛苦の歴史を持っています。今回の戦争立法は、再び私

たちを戦争遂行の役割を担わせるものになることは明かです。

私たちは、戦争放棄をうたった9条をはじめ日本国憲法遵守を

宣誓し、日々住民の暮らしを守る仕事を担っており、戦争へのあ

らゆる協力を拒否するものです。

京都府知事 山田啓二 様

京都府職員労働組合

執行委員長 森 吉治

戦争立法に反対し、

自衛隊との連携・協力の見直しを求める申し入れ

１．憲法違反の「戦争立法」に反対すること

２．自衛隊への訓練・研修を中止すること

京都府においては、2013年度、14年度と一般職員を対象に、また2014年度からは管理職を対象に数

日間程度の自衛隊への入隊研修が行われています。

法的にはもちろん、国民的議論でも様々な考え方がある自衛隊への入隊研修は、危機管理対応にと

どまらず、集団の動かし方、夜間歩行訓練などを含む内容の研修となっていることからも、住民全体の

奉仕者として府政推進を図るための職員研修とは相いれません。また、研修は自衛隊の広報活動の一

環で行われているものであり、職員の研修には相応しくないこともあきらかです。

戦争立法が閣議決定され、自衛隊が海外で戦争するものに変えられようとするもとで、府職員を自衛

隊への入隊訓練・研修を即刻中止することを求めます。

３．自衛隊との共同訓練、自衛隊の広報、職員募集、イベント等での出演、施設提供なども含め自

衛隊との連携のあり方を見直すこと。

府職労は5月14日京都府に申し入れました

「自衛隊への入隊

訓練・研修」

職員参加を中止せよ！

「戦争させない・９条壊すな！５．１２集会」

東京日比谷野外音楽堂。 民主党・日本共産党

社会民主党・生活の党と山本太郎と仲間たち・

沖縄社会大衆党の各党の代表者があいさつ

憲法違反の

戦争立法に

反対を！
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野中広務 元京都府副知事

「誇れる憲法守らねば」

野中広務元京都府副知事（元官房長官）

は、戦後７０年の節目に、南丹市で開かれた

イベントに参加。「集団的自衛権行使を認め

る法整備に強く反対した上で、『偉大で誇れ

る憲法を守っていかなければならない』と呼

びかけた。」 （５月１１日付「京都」より）


